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１．はじめに 

建設時期が古いポストテンション橋は、当時の PC グラウト材料や施工方法、施工機械などに関する技術水

準が未熟であったために、完全な PC グラウト充填ができていないことから、PCグラウト充填不足を起因とし

た変状が発生している。日本国内では、新菅橋（長野県木祖村）や島田橋（岐阜県町道）において PC 鋼材の

破断が原因で落橋している。また、落橋に至らないまでも、PC 鋼材が腐食・破断している事例が多数の橋で

報告されている。このように、PC 鋼材の腐食・破断の問題が顕在化しているが、ポストテンション橋の PC グ

ラウト充填状況、PC 鋼材破断の有無を調査する手法について未だ、実績が乏しい現状にある。これは、それ

ぞれの調査手法で適用範囲があるために、全数・全箇所を測定することが不可能であることが要因であると考

えられる。したがって、サンプリング調査による PC 鋼材健全度調査を実施し、調査手法の適用範囲を検討し

た結果について報告する。 

２．調査概要 

調査対象橋梁は、橋長 186.8m、最大支間長 87.0m を有

する PC3 径間連続箱桁橋である。調査対象橋梁の構造諸

元を表-1に示す。過去に下部工断面修復や支承防錆等の

各種補修が行われているが PC 鋼材に起因する補修等は

実施されていない。写真-1に調査着手前に撮影したウエ

ブの状況であるが、PC鋼材に沿ったひび割れが確認でき、

そのひび割れ幅は 0.3mm～最大 0.7mm 程度、ひび割れ長

さは 5.3m 程度であった。調査は、外観調査により橋軸方

向の PC 鋼材に沿ったひび割れ、漏水、錆汁の有無、PC 鋼

材定着部からの漏水、錆汁の有無、PC グラウトホース跡

埋め部からの漏水、錆汁の有無等が確認されている側径

間の支点上近傍を対象とし、PCグラウト充填調査として、

広帯域超音波法、PC鋼材破断調査として、鋼製シースに

も適用可能な漏洩磁束法により実施した。 

３．PCグラウト充填調査 

広帯域超音波法は、コンクリート上に探触子を配置し、

シースからの反射波を受信して、その特性値の差でグラ

ウトの充填を判定するものである。シース反射波のスペ

クトル図および微破壊調査結果を図-1に示すが、内部に

グラウトの痕跡がなく滞水があり、PC鋼材の腐食を確認

した。このような PC 鋼材の腐食は、調査対象 PC鋼材本 
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表-1 構造諸元 

写真-1 ウエブの状況（W1-14A） 
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数 42 本に対し、26 本も生じていることが確認でき、グ

ラウト充填率 38％となる結果であった。 

４．PC鋼材破断調査 

漏洩磁束法は、鋼材が強磁性体であることを利用して

コンクリート表面から PC鋼材を磁化し、漏洩した磁束を

検出することによって、PC 鋼材の破断を判定するもので

ある。磁束密度とコンター図を図-2に示すが、磁束密度

の測定値にバラツキが大きく、漏洩磁束法のみで判断す

るに至らなかったため、微破壊調査を追加した。（写真

-2）調査の結果、調査対象全本数で PC鋼材の破断は確認

されなかった。 

５．まとめ 

サンプリング調査による PC 鋼材健全度調査を実施し

た結果、PCグラウト充填調査として選定した広帯域超音

波法は、概ね微破壊調査結果と合致する結果であったが、

PC 鋼材破断調査として選定した漏洩磁束法のみでは、PC

鋼材の破断の有無を判定するまでには至らなかった。こ

の要因としては、下記事項が挙げられることから、今後、

これらを検証するために、調査データを増やしていくこ

とが重要であると考える。 

① 調査 B 部のように磁束密度が急激に高くなる箇所の

多くは、過密配筋箇所であった。 

② 調査 B 部のように磁束密度が急激に高くなる箇所の

一部は、シースと鉄筋が近接している箇所であった。 

③ 調査 A 部においては、鉄筋間隔が調査 B 部に比べて

大きくなる箇所であった。 

６．おわりに 

本報告では、調査が比較的容易な PC 箱桁橋の調査結

果について報告した。PC箱桁橋の支点部近傍は、過密配筋

箇所が多く存在することからこのような結果になったと想

定される。したがって、今後は、PC 箱桁橋の調査を継続す

ることはもちろんのこと、PCT 桁橋等についても調査を行

い、調査実績を蓄積し、調査手法の適用範囲を検討してい

くことを考えている。 
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図-1 調査結果（W1-14A） 

図-2 磁束密度とコンター図 
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写真-2 調査結果と電磁波レーダー図（B） 
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